

















































































る役割を担っているのである。ここから、現存在の解釈学は、 「形式的告示的解釈学」であると言われる。したがって、たとえば『存在と時間』における諸概念、 「実 」 「終わり（
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Idee des Seins 」がある。
























言わば自己の有限性を根底的に自覚す と解するも と思われる。しかし、齋藤氏の解釈はニュアンスが異な 。むしろ「先駆的決意性」 は欠陥がある。先駆 決意性が緊密な仕方で構造の統一 と自立性を有す ゆえに こ では「解釈学の循環運動は、一回 り の反復の遂行いうより、むしろ同じような解釈の反復 構造へと重心を



































この書評を書くにあたって、あらためてハイデガーについてあれこれと勉強させていただいた。取り上げることはできなかったが、聖書とハイデガー、プラトン、アリストテレスとハイデガーとの関係など裨益するところがとても多かった。齋藤氏の文体はときに華麗に舞いすぎるときがあるが、締めるときは締めていて、十分に考え抜かれた印象をもった。本書は、今後 日本におけるハイデガー研究にとって、欠 せない一著となるのでは いだろうか。
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